
総合型選抜Ⅳ期 <科目選択型> ➡ 180分／190点満点

【講評】
今回の入試は、モチーフによって質感や色の差が大きく、表現に苦労された学生が多く見られた。
作例は、丁寧に質感の差を表現している点が高く評価できる。「ビニール袋」と「トング」は、光を反
射しやすいという意味で質感が似通ってしまいがちなのだが、金属の持つ硬さとビニールの持つ柔
らかさの変化を意識した描写が素晴らしい。モチーフの配置において注目したいのは、「ビニール
袋」とその上を横断する「トング」によって、「トング」の間から見える「ビニール袋」の平面性の表
現と、「トング」の立体感が感じられる点である。全体の構図として、画面全体を使ってのびのびと
まとめられているのが良い点である。また、「トング」の右上への動き、「ビニール袋」の左奥への動
き、それをつなぐ縦の「植木鉢」とモチーフのダイナミズムを３方向へ意図的に配置した事も評価で
きる。
あえて弱い部分を指摘するならば、「植木鉢」の楕円が多少歪んでいる点であろうか。

【モチーフ】
植木鉢、トング、ビニール袋

解答例

◆環境デザイン／プロダクト・インテリアデザイン／ビジュアルデザイン／
　映像表現／ファッションデザイン／アート・クラフト学科

一般選抜Ⅰ期 <科目選択型> ➡ 180分／190点満点

鉛筆デッサン
ポイント

形 円柱や直方体などの幾何形体は、特に形状の正確さが求められます。
幾何形体のモチーフを、正確に描く練習をしておきましょう。

素材感 硬いもの、柔らかいもの、光ったもの、透明なものなど、異なる質感の描き分けが必要です。
材質感の対照的なモチーフを、構成し描く練習をしておきましょう。

光と陰影 どの方向から光がきているのか、モチーフの陰影を注意深く観察して描きます。
モチーフ自体の明るい部分と暗い部分、モチーフによってできたテーブル上の影など、微妙な陰影を描くこと
で光の方向性と立体感、遠近感が表現できます。陰影の観察と表現のテクニックを、練習しておきましょう。

素材感 硬いもの、柔らかいもの、光ったもの、透明なものなど、異なる質感の描き分けが必要です。
材質感の対照的なモチーフを、構成し描く練習をしておきましょう。

光と陰影 どの方向から光がきているのか、モチーフの陰影を注意深く観察して描きます。
モチーフ自体の明るい部分と暗い部分、モチーフによってできたテーブル上の影など、微妙な陰影を描くこと
で光の方向性と立体感、遠近感が表現できます。陰影の観察と表現のテクニックを、練習しておきましょう。

形 円柱や直方体などの幾何形体は、特に形状の正確さが求められます。
幾何形体のモチーフを、正確に描く練習をしておきましょう。

構　図 与えられたモチーフの存在感や形を考慮し、画面全体にどう描いたらよいかイメージして配置します。
画面にバランスよくおさめるにはどのように構成したらよいか、長方形の枠などを通して片目で確認するなど
の練習をしておきましょう。

【講評】
質感の違いについて、タオルの繊維を感じさせる表現、ボールの鈍く反射する重めの量感表現、サ
ングラスの軽く透明感のある質感、それぞれにタッチを工夫して描き分けようとしている事が伝わ
るデッサンです。モチーフの色の差もしっかりと捉えています。
形状に関して、ボールの丸みを反射でしっかりと捉えている点、サングラスのテンプルからモダンの
薄さや湾曲が巧みに表現されている点が印象に残ります。
構図に関して、モチーフはタオルがボールを包み込むように配置されており、ボールの影とタオルの
隆起部分の明るさの比較で空間を感じます。全体を少し上から俯瞰した時にサングラスの立体が
取りにくくなっただろうに果敢に挑戦している点も高く評価します。画面全体を使ってバランスよく描
き上げた感覚の良さも素晴らしい点です。
一方で、サングラスのフロント部分の立体が少しあやふやになっていました。また、サングラスのレン
ズ部のタオルの表現をもう少し追求したら、より透明感が出て良かったでしょう。

【モチーフ】
サングラス、タオル、ボール（塩ビ）

解答例


